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論点：

1. 最終受益者とのエンゲージメント

1. ディスクロージャーの拡充

1. 共同運用

1. トラックレコードのポータビリティおよびトレーサビリ
ティの向上

1. DC運用と金融教育
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● 最終受益者との
エンゲージメント

最終受益者

間接株主 株主 株主 企業

アセット
オーナー

アセット
マネージャー

消費者

従業員企業

地域住民
※自家運用の場合

インベストメント・チェーンと企業のステークホルダー

年金基金、
保険会社等

信託銀行、
投資顧問等

● トラックレコードのポータビリティお
よびトレーサビリティの向上

● DC運用と金融教育● ディスクロージャー
の拡充

● 共同運用

顧客

1 2 5
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4● スチュワードシッ
プ活動の報告
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トラックレコードのポータビリティおよびトレーサビリティの向上

● 有能なアセットマネー
ジャーが独立・起業し
ても、トラックレコー
ドの持ち出しが禁止さ
れているケースが多く、
能力を証明する手段が
ない。

現状 期待される効果提言

● 有能なアセットマネージ
ャーの独立・開業を促進
し、資産運用業の競争に
資する。

● アセットオーナーが有能
なアセットマネージャー
を登用しやすくなり、ア
セットオーナーの資産運
用の高度化に寄与。

● GIPS（Global Investment 
Performance Standard）
に準拠したデータの作成。

● マネージャーが独立する
際に、前職の運用会社が、
当該マネージャーのトラ
ックレコードの開示を許
容、または、アセットオ
ーナーからの照会に応じ
ること。

● アセットマネージャーの
通算トラックレコードを
保存したデータ・プラッ
トフォームを整備するこ
と。
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大手運用会社に
優秀なファンド
マネージャーが
増える

●前職のトラックレコードを持
ち出し可能

●アセットオーナーからEMのト

ラックレコードを前職に対し
て照会できる

●データ・プラットフォームに
格納されたトラックレコード
がファンドマネージャーに紐
づいており継続利用可能

アセットオーナー
は、新興だが高い
運用スキルを有す
るファンドマネー
ジャーを登用しや
すくなる。

運用のイノベ
ーションを
目指し独立

ボトルネック
の解消

大手運用会社に
優秀なファンド
マネージャーが
ある一定の割合
で存在

独立を試みるがアセッ
トオーナーに前職から
トラックレコードを提
出できないため失格

アセットオー
ナーから資金
が集まらない

● ファンドパフォ
ーマンスと報酬
体系の相関関係
が低い

● 類似商品が多い

● 販売会社の影響
力が強い

独立に失敗し、
大手運用会社
に再就職

ボトルネック

負の循環 正の循環

現状 あるべき姿
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トラックレコードのポータビリティおよびトレーサビリティの向上4
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